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研究成果の概要（和文）：国際活動支援班は、本領域がこれまで異なるフィールドで活躍してきた科学者の学際
的な議論と連携を可能とする“知の梁山泊”として国際的に機能することを重視し、国際共同研究促進のための
企画調整等を行った。具体的には、国際シンポジウムの開催を通じて、広く国内外の研究者に領域の認知と啓発
を行った。さらに、国際活動支援班の経費から資金援助を行うなど、国際的な共同研究・異分野融合研究を促進
するともに、領域メンバーの海外派遣や海外研究者の招聘・雇用などを実施し、若手研究者の育成にも努めた。

研究成果の概要（英文）：To accomplish the project on dynamical ordering of biomolecular systems for 
creation of integrated functions, we performed the following activities: International symposiums 
were frequently organized for promoting academic exchange with internal, external, and overseas 
researchers for the planning and coordination of research integration and discussion of future 
direction of the project. We promoted bilateral joint researches, international collaborations, and 
various events for fostering young researchers. Especially, we extensively encouraged 
cross-disciplinary international collaborations by sending young members abroad and by inviting or 
employing foreign researchers.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本領域が主体となって創出した秩序化分子ネットワークは、生命分子科学を基軸に、生物物理学、理論・計算科
学、合成化学、構造・システム生物学、さらには医学・薬学・工学・環境科学等を横断し、本領域外の研究者も
交えた超域的なコミュニティを生み出した。その勢いは海外にも波及し、本領域が中心となって立ち上げた
Frontier Bioorganization Forumは、アジアの研究者とともに、領域活動が終了した後も、さらなる発展を遂げ
つつある。また、領域の若手の国際的プレゼンスが高まり、異分野融合交流を通じて培った広い視野と人的ネッ
トワークを基盤に、次世代を担う若手の間の異分野融合研究も既に始動している。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 生命現象の特徴は、複雑な柔構造を有する個々の生命分子素子が動的な集合体を形成するこ
とを通じて、協奏的・自律的に高次秩序系を創出することにある。本領域は、生命分子システ
ムを構成する多数の素子がダイナミックな集合離散を通じて秩序構造を形成し、それが時間発
展して高次機能を発現する仕組みを分子科学の観点から解き明かすことを目指す。そのために
物理化学に基盤をおく実験と理論の融合研究を展開する。さらに、生命分子科学と超分子化学
のアプローチの発展的統合によって、生命分子システムの特質を具現化した動的秩序系（人工
的なモータータンパク質、タンパク質輸送小胞、突起伸長システムなど）を人工構築すること
を目指す。これにより、生命の本質的理解に向けた先端的な学術領域を創成する。 
 
２．研究の目的 
分野横断的な研究領域の創成を行うためには、既存の学問体系の枠組みを越えた研究者が問

題意識を共有し、異なった分野・発想を行う研究者の協力体制を強固に築くことが重要となる。
本領域は発足当初より、異分野間の垣根を超えた共同研究を推進するとともに、関連シンポジ
ウムの開催等を通した国内外への情報発信を広く実施してきた。さらに、海外の卓越した研究
者との活発な意見交換を通して、本領域の活動を国際的に進展させる土壌も整いつつあった。
そこで、本国際支援活動班を通じて、海外の卓越した研究者との活発な意見交換を行い、本新
学術領域の活動を国際的に進展させることを目的とした。また、国際的に活躍できる若手研究
者の育成のために、長期間に渡って若手研究者を海外に派遣し、国際的な共同研究の推進に一
層努めることとした。 
 
３．研究の方法 
 本領域研究に関わる最新技術の習得、及び普及を行うために、若手研究者の海外派遣を行な
った。共同研究のための消耗品等の購入や、大型研究施設の利用、打ち合わせのための旅費な
ど、国際共同研究にかかる経費の一部を本活動経費から援助することで、効果的に研究を推進
し、国際的ネットワークの迅速な立ち上げを図った。さらに、領域内外の連携を牽引し国際共
同研究の萌芽を育てるための具体的な施策として、共同研究促進のための国際ワークショップ
を開催し、本領域研究を海外にも波及させた。異分野融合の促進と、海外の研究者を交えた研
究者間の強固な協力体制を築くため、自由討論の時間を十分に設けグループ討議を行う機会を
積極的に設けることで、分野を異にする研究者が相互に理解を深めるための場を提供した。特
に、研究活動を実際に推進する若手研究者（学生、ポスドクを含む）の視野を広げ、共同研究
活動と成果発表の舞台を与えるために、必要な支援活動を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 若手研究者の海外派遣と海外若手研究者の招聘 
本領域研究に関わる最新技術の習得、海外連携研究の強化、および領域活動の啓発のため、

若手研究者の海外派遣を行った。平成 28年度・29 年度の 2年間に渡り、福田真悟研究員（A03・
計画班加藤グループ）を University of California Berkely 校（アメリカ、カリフォルニア）
に派遣し、1 分子操作を基軸とした共同研究と技術取得を推進した。また、領域内から若手研
究者を募り、異分野の海外の研究室に滞在し研究や議論に参加し、技術取得する機会が得られ
るよう支援した。田中良和准教授（A01・公募研究代表者）は、 Max Planck Institute of Molecular 
Physiology（ドイツ、ドルトムント）の Stefan Raunser 教授の研究室に 7 か月間滞在し、最
先端のクライオ電子顕微鏡を活用し、巨大な酸素運搬タンパク質会合体であるヘモシアニンの
詳細構造を決定することに成功した。また、榮慶丈特任助教（A03・計画班岡本グループ）は、
National Institute of Health（アメリカ、メリーランド）に 3か月間滞在し、分子動力学法
の最先端の手法を学び、帰国後にはその手法を応用して領域内共同研究を実施した。これらの
成果は、いずれも領域の成果として原著論文が発表されるとともに、領域主催の国際シンポジ
ウムでの口頭発表およびニュースレターを通じて報告が行われた。 
一方、東南アジアにも本領域の趣旨を共有する研究者連携を広げることを目的に、タイから

博士研究員を招聘し、本領域活動の共同研究への参画を促した。 
 
(2) 国際ネットワーク拠点形成のための連携プログラム 
本領域で実践している分野融合の試み（例えば超分子化学と生命分子科学の組織的なコラボ

レーション）は欧米をはじめとする海外においても類例がない。そのため、本領域の活動は分
野融合の理想的モデルケースとして海外でも高く評価された。領域の活動としては、日本-韓国
生体分子科学セミナーを毎年共同開催し、組織強化につながる人的交流を深めるとともに、海
外の若手の啓発を図った。こうした動きをさらに推進するために、本領域の主題を中国の研究
者と討議するアジア連携研究会"Supramolecular Dynamics at the Interface of Chemistry and 
Biology"の開催（2015年6月、岡崎）、台湾の研究者と討議する“Frontier Bioorganization Forum 



2017”の開催（2017 年 4月、台湾）へと発展させた。本シンポジウムは、2018 年 7月に日本-
台湾-韓国の 3カ国に拡張し、Frontier Bioorganization Forum 2018 として、岡崎にて開催し
た。日本・韓国・台湾の 3国を中心に、アジアにおける研究者ネットワークの拡大および本領
域の成果を広く発信することが出来た。 
さらに、本領域の若手研究者とドイツの若手研究者がワーキンググループを作って共同運営

を行い、“Germany-Japan Young Scientist Meeting”を Max Planck Institute（2017 年 9月、
ドイツ）において開催し、大きな成功を収めた。単なる研究成果発表会ではなく、パネルディ
スカッション形式で議論を行い、交流を深めるユニークかつ実践的な場の創出に成功した。ま
た、若手による異分野融合型の国際共同研究企画として Young Scientists Forum 2018 を開催
し、若手研究者間における国際連携の強化、および若手を通じた本領域研究活動の啓発にも取
り組んだ。 
 
(3) 国際共同研究の加速 
共同研究のための消耗品等の購入や、大型研究施設の利用、打ち合わせのための旅費など、

国際共同研究にかかる経費の一部を国際活動支援班の経費から援助することで効果的に研究を
推進し、国際的ネットワークの発展に務めた。さらに、領域内外の連携を牽引し、国際共同研
究を加速するための具体的な施策として、共同研究促進のための国際ワークショップを開催し、
本領域の研究を海外にも波及させた。 
 
(4) 国民への成果発信 
本領域の国際活動の成果は、ホームページやニュースレターでの発信、マスメディアへの掲

載等を通して、広く共有した。 
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権利者：公立大学法人名古屋市立大学 
種類：特許 
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発明者：平岡秀一，小島達央 
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発明者：加藤晃一, 矢木宏和, 山口拓実, ヤンゲンエイ 
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